


怪しい男は、好条件の場所を見つけました。

「この家は、ゴミが周りに散らかっているし、草も伸び放題。

クモの巣が張っていたり、窓ガラスも割れているなぁ。

よし、ここなら見つからないだろう」

怪しい男は、空き巣に入る家を決めました。

忍び込むチャンスをそっと狙っています。

すると・・・
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『こんにちは！』「ワンワン！」

子どもからお年寄りまで、

年代問わず、多くの人たちがあいさつをしています。

犬の散歩をしながら、あいさつをしたり、会話しています。

みんな顔見知りのようです。

『マズイ・・・。よそ者の自分は、ここにいるだけで怪しまれてしまう・・・』
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怪しい男は、このまちには活気があり、

交流が盛んであることを知りました。

地域を犯罪から守るのは、何よりも『住民の眼』です。

そして、人のつながりが、最強の防御策になります。

怪しい男は、空き巣に入ることを諦めました。

人知れず、犯人からこのまちの安全が守られました。

日頃からのあいさつや地域活動。

実は、犯罪者を遠ざける取組みのひとつなのかもしれませんね。

おしまい、おしまい。
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～空き巣を諦めるまち～
【この読み文は、１枚目／４枚】

怪しい男が現れました。

キョロキョロと何かを探しているようです。

「今日はどの家に空き巣に入ろうかなぁ」

誰にも見られていないタイミングで忍び込んで、

ドアや窓を壊して侵入しようと考えています。

④／④

作成：認定NPO法人好きっちゃ北九州
一般財団法人ハウジングアンドコミュニティ財団

2023年度「住まいとコミュニティづくり活動助成」

絵：森本優梨花


